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NY マーケットレポート（2021 年 3 月 17 日） 
 

 
出所：SBILM 
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NY 市場レポート （前日 21 時 00 分～午前 5 時 30 分まで） 
 

米国の主要な経済指標の結果 

2 月住宅着工件数 142.1 万件（予想 155.5 万件・前回 158.0 万件⇒158.4 万件） 

2 月住宅着工件数（前月比） -10.3％（予想 -1.6%・前回 -6.0%⇒-5.1%） 

2 月建設許可件数 168.2 万件（予想 175.0 万件・前回 188.1 万件） 

2 月建設許可件数（前月比） -10.8％（予想 -7.2%・前回 10.4%） 

2 月の米住宅着工件数は、2 ヵ月連続のマイナスとなり、昨年 8 月以来 6 ヵ月ぶりの低水準となった。前

年比も-9.3％となった。 長期金利上昇で住宅ローン金利が上昇していることが影響した可能性が指摘さ

れている。一戸建て住宅は-8.5％の 104.0 万件（前月 113.6 万件）、集合住宅は-14.9％の 38.1 万件（44.8

万件）と減少した。地域別では、西部が+17.6％、北東部が-39.5％、中西部が-34.9、南部が-9.7％とな

った。一方、着工件数の先行指標となる建設許可件数は 4 ヵ月ぶりに減少となった。 

 

データを基に SBILM が作成 
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FOMC 政策金利 0.00％-0.25％（予想 0.00%-0.25%・前回 0.00%-0.25%） 

 

FOMC の主な声明 

・新型コロナウイルス感染症のパンデミックは、米国全土と世界各地に甚大な人的・経済的困難を引き

起こしている。 

・回復ペースが緩やかになった後、経済活動や雇用の複数の指標はこのところ上向いている。 

・パンデミックによる影響を最も受けたセクターは脆弱なままだ。 

・インフレ率は依然として 2％を下回っている。 

・全般的な金融環境は引き続き緩和的だ。 

・経済の道筋はワクチンに関する進展を含め、ウイルスを巡る状況に大きく左右される。 

・インフレ期待は 2％でと留まるまで、緩和的な金融政策スタンスを維持する見通しだ。 

・FF 金利誘導目標のレンジを 0.00-0.25％に据え置くことを決めた。 

 

 

パウエル FRB 議長の会見での主な発言 

・政策のおかげで最悪の経済的結果はいくつか回避された。 

・金融政策は回復するまで著しい支援を提供 

・経済の回復が引き続き不均衡かつ不完全 

・今後数か月でインフレ率は上昇する 

・一時的にインフレ率が 2％を超えたとしても利上げの要件を満たさない 

・現行の金融政策スタンスは適切 

・債券購入の縮小を話し始める時期ではない 

・米国と欧州で回復軌道に開きが見られる 

・テーパリング検討の軌道に入ればサインを発信する 
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ダウ平均は 2 日ぶりに取引時間中、終値ベースの最高値を更新 

米株式市場では、米 FOMC を控えて様子見ムードが高まるなど、主要株価指数は序盤から小動きの展開が

続いた。FOMC では、金融緩和政策を長期に維持する方針が示されたことや、経済成長見通しが上方修正

されたことを受けて買い安心感が広がり、主要株価指数は軒並み上昇となった。ダウ平均株価は、一時

前日比 221 ドル高まで上昇し、取引時間中の最高値を更新した。引けにかけて高値圏を維持し、189.42

ドル高（+0.58％）で終了、終値ベースの最高値も更新した。一方、ハイテク株中心のナスダックは、53.63

ポイント高（+0.40％）で終了した。 

 

データを基に SBILM が作成 

 

データを基に SBILM が作成 
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ドルは FOMC を受けて主要通貨に対して下落  

NY 市場では、序盤に発表された 2 月の米住宅着工件数が 2 ヵ月連続のマイナスとなり、昨年 8 月以来 6

ヵ月ぶりの低水準となったことから、ドルは主要通貨に対して軟調な動きとなった。ただ、FOMC の結果

発表を控えて様子見ムードが強まる中で、下値は限定的だった。その後、米 10 年債利回りが昨年 2 月以

来の高水準となる 1.68％台まで上昇したことから、ドルは小動きながら堅調な動きとなった。そして、

FOMC では、FF 金利の誘導目標の据え置き、国債買い入れなど量的緩和の継続が決定された。一方、メン

バーによる経済予測では、経済成長見通しが上方修正されたものの、2023 年までゼロ金利政策を維持す

る方針が改めて示されたことを受けて、ドルは主要通貨に対して下落した。さらに、米主要株価指数が

軒並み上昇したことから、クロス円も堅調な動きとなった。 

 

出所：総合分析チャート 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  

 


